和漢薬(分子薬理学) by 柳澤  輝行
和漢薬(分子薬理学)



































































































































































































































































































































































































































































漢方にも副作用がある。（ 副作用のない 薬は作用もない ）
小柴胡湯（しょうさいことう）
グリチルリチンの偽アルドステロン症
偽アルドステロン症、AME症候群
アルドステロンの過剰分泌がないのにアルドステロン過剰症と似
た症状が出る。Apparent Mineralocorticoid Excess
グリチルリチン（甘草）はステロイド代謝系の酵素*を阻害し、副腎
皮質系ステロイドのなかで比較的鉱質ステロイド作用の強い
cortisolを蓄積させる。
*11βhydroxysteroid dehydrogenase （cortisolからcortisoneへ
の代謝を行う。）
漢方エキス粉末
• 本来、漢方は根っ子や葉っぱを丸ごと担いでいって、
自宅で煎じるなどの処置をして服用する。（精神的効
果は非常に高いことが期待される。少なくとも煎じる
過程で安静を確保し、リラックスすることができる。）
• 漢方エキス粉末製造では、抽出液の濃縮乾燥が行わ
れている。ロットチェックは厳重に行われているが。
– プラセボ効果かもしれないが、ロットによる薬効の差は経験
される。同じ名前の漢方製剤でも構成生薬の量が異なって
いる場合もある。
• ツムラが精力的に漢方販売開発を行っている。
針、灸もときとして効
果がある。
針の場合には先天的
視覚障害者の超能力
とも言えるような「触
覚」は驚異的である。
（もし、将来、病院を経
営して針を考えるなら、
先天的視覚障害者の
採用は考慮に値す
る。）
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漢方への私見
• まさに代替医療Alternative Medicine
• 患者を局所的な疾患としてとらえるのではなく、「病
気」として全体のバランスを考える方針は正しい。
• 多種の薬剤の併用療法で、将来的には、生物学に
基づいた処方が可能になろうが、現在は「経験」と
「勘」の世界。
• 不定愁訴や「西洋医療」が芳しくないときには考慮す
る価値あり。
• 個人差、多様性、非科学的の両義性を持つ。
漢方を処方するためには、基本的な講習を必ず受講すること。
（処方規準が西洋医学とは全く異なることを理解）
漢方にも副作用が存在し、時として致死的になることを認識する。
